
　令和６年６月16日に燕三条リサーチコアで開催された令和６年度定期総会の会場で第16回功労者
表彰の授賞式が行われました。受賞された佐藤律子 氏から会員の皆様にメッセージを頂戴しまし
たのでご略歴と一緒にご紹介いたします。

佐藤律子 氏
（合同会社すいみー）

令和6年度　公益社団法人　新潟県作業療法士会

第16回功労者表彰

S62年３月 国立療養所犀潟病院附属リハビリテーション学院卒業
H15年９月 放送大学卒業
H19年３月 新潟医療福祉大学大学院修士課程修了

S62年４月 岩室温泉病院（現 岩室リハビリテーション病院）入職
H２年１月 新潟こばり病院
 （現 新潟県厚生農業協同組合連合会 新潟医療センター）入職
H２年12月 とやの中央病院入職
H10年11月 新潟リハビリテーション専門学校
 （現 新潟リハビリテーション大学）入職
H15年２月 新潟リハビリテーション病院入職
H21年７月 晴陵リハビリテーション学院入職
R５年８月 合同会社りんくるー入職
R６年５月 合同会社すいみー入職（現職）

　この度は身に余る賞をいただき、関係各位の皆様に心より御礼申し上げます。
　今日まで作業療法に携わることができましたのは、多くの皆様に助けていただいたからであり、中
でも諸先輩方の存在が大きいと感じています。新卒当初を振り返ると、職場には先輩ОTは不在でし
たが、周辺の先輩方が声をかけて下さり、様々な場面で助けていただきました。そのおかげで多くの
方とつながり、県士会や協会の活動に自分事として参加し続けることができたと思っております。
　現在の職場もスタッフに恵まれ、利用者の子どもたちとの関わりを通して、学びあり発見ありの
日々を経験できることに感謝しています。今後も微力ながら作業療法の一端を担えるよう努力して
まいります。
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令和６年度診療・介護報酬改定説明会に参加して

保険委員会　内　山　一　真

　令和６年３月16日オンラインで上田貴代氏（厚生労働省老健局老人福祉課高齢リハビリテーション推

進官）を講師とした、令和６年度介護報酬改定説明会に参加し、３月19日松木田瞭氏（厚生労働省保険

局医療課）を講師とした、令和６年度診療報酬改定説明会に参加した。以下に報告させていただく。

　今回診療・介護報酬ともにプラス改定となっており、リハビリ職を含む医療・介護関係職種の賃上げ

用に基本報酬がベースアップされている部分が多い。実際に施設によってどの程度給与に反映されてい

くか経過を追っていく必要がある。医療・介護連携推進について、退院後リハ開始までの期間が短いほ

ど機能回復が大きいという傾向があり、医療から介護へスムーズに移行できるよう施策が講じられてい

る。医療から介護保険リハへ移行する場合、退院前カンファレンスに移行先事業所からリハ職員等の参

加が望ましいと明記され、介護報酬では加算が新設されている。また、移行先事業所へのリハビリ計画

書提出が義務化されている。診療・介護報酬ともに、リハビリ、栄養、口腔の連携推進のため、計画書

が見直され、様々な加算が新設されている。医療・障がい福祉サービスの連携推進としては、医療保険

施設で自立訓練を提供する際の施設基準が緩和されている。

　診療報酬について、地域包括医療病棟入院料が新設されている。背景として、高齢者の救急搬送が

増加し、その中でも軽症・中等症が増加していることや、誤嚥性肺炎、尿路感染といった疾患が多く、

高度急性期を担う病院では医療投入量がミスマッチとなる等といったことがある。回復期病棟におい

て、定期的なFIM測定や、FIM研修会の開催が要件に含まれている。運動器リハは１日６単位を超えて

もADLの明らかな改善がみられなかったため、上限が６単位となっている。体制強化加算については

ADL改善がみられなかったため、廃止となっている。地域包括ケア病棟入院料について、入院日数が

40日以内は点数が上がっているが、41日以降は下げられている。慢性期医療について、入院料27で１日

２単位を超える疾患別リハ料が包括範囲に含まれている。疾患別リハ料について、リハビリを実施した

職種ごとの区分が創設されており、今後データを集積していく中で職種ごとに差をつけられる可能性が

ある。

　介護報酬について、介護予防通所・訪問リハでは利用開始から12月を経過した場合の減算が拡大され

ている。長期化しているリハビリを是正するための措置ではあるが、機能維持のために意味があると

いった意見も聞かれ、要件を満たした場合は減算されないこととなっている。令和４年度老健事業にお

いて、訪問による認知症リハ介入の効果検証を行い、介入群ではIADLを含む指標で改善傾向を認めた。

認知症リハを推進していく観点から、訪問リハにおいて認知症初期集中リハビリテーション実施加算が

新設された。訪問リハにおいて、認知症リハに対するOTの活躍が期待されている。

　今回プラス改定となっているが、効果が認められないものは減算又は廃止とされている部分も多い。

以前と同じ対応だと報酬が下がる施設も出てくると考えられる。LIFEは新システムに移行する予定で、

医療・介護ともにデータが重要視され、リハビリの成果も今まで以上に求められるという印象を受けた。
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　今回は、片手でペットボトルの蓋を開閉できる“ペットボトルオープナー”を紹介したいと思います。

　高齢や病気・ケガなどによりペットボトルの蓋の開閉が困難となり、誰かへ依頼する必要や試行錯誤

して開けてみるものの時間を要する上、失敗して中身をこぼしてしまう方を拝見することがありました。

今回紹介するペットボトルオープナーは、片麻痺の方や握力の低い方が片手でも開閉できるように設計

されている製品になります。現在は様々な製品があり、大きく分けて３種類のタイプがあるようです。

かぶせるタイプ・てこの原理を利用したタイプ・自動タイプとそれぞれ使用者や用途に合わせ選択がで

きるようになっています。

ペットボトルオープナーの紹介
　

悠遊健康村病院　作業療法士　皆　川　悠　子

①　かぶせるタイプ：蓋に被せて回すだけの単純な使い方のた

　　　　　　　　　　め、初めて使う人でも難しい説明を必要

　　　　　　　　　　としない

②　て こ タ イ プ ：より軽い力での蓋の開閉が可能

③　電 動 タ イ プ ：電動のため握力を使わずに蓋の開閉が可能

　上記以外にも平面な場所に貼り付け固定できる吸盤付きの製品等もあります。

以前できていた動作がスムーズにできなくなり、生活にストレスを感じている方もいらっしゃるかと思

います。自助具を通し皆様の生活が少しでも豊かになるようその方に合ったものを選択していただけた

らと思います。

　今回紹介させていただいた自助具は私自身の見解が含まれています。使用者の身体機能面や環境面な

ど様々な要素を踏まえ、担当作業療法士と相談や動作訓練する際のひとつの考えとして参考にして頂け

れば幸いです。

＜実際の製品＞

かぶせるタイプ
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令和６年度

第１回理事会

日　時：令和６年４月13日（土）　14：15〜17：00

会　場：新潟県作業療法士会事務局

参加者：【会場】四方、山倉、嶋倉、山中、吉井

　　　　【Web】石井、村山、小山、尾㟢、青栁、

　　　　　　　　伊東、齋藤、佐藤、渋谷、藤本、

　　　　　　　　松岡、水越（監事）、横田（監事）

欠席者：　　　　門脇、北上

【報告事項】

１）会長報告

・  ３/８ 晴陵リハ学院の卒業式に出席。全国的にOT

志望者数減少傾向。

・ ３/９ 第４回よんぱち会議に出席。能登半島沖地震

の報告とトリプル改定についてOTの必要性につい

て述べられていた。

・ ３/11 新潟ユニゾンプラザ申請における会長会議に

出席。新潟刑務所支援事前会議に出席。

・ ３/13 リハ協議会のST聞こえの支援派遣振り返り

報告会に傍聴参加。

・３/19 新潟医療福祉大学卒業式の出席。

・ ３/26 第６回刑務所支援に嶋倉理事、齋藤理事とと

もに出席した。

・４/１ 晴陵リハ学院入学式出席・祝辞

・４/５ 新潟リハ大学入学式出席・祝辞

・ ４/６ リハ協議会の令和6年度県委託事業。235万円

の契約締結について合意。

・４/11 第1回定例会議

・ 新潟市で通所Cの委託を受けている日本メルツから

の専門職の派遣依頼については派遣費用と開催回数

の多さPT士会にも協力を求めた。

２）理事報告

生涯教育委員会（佐藤理事）

・  昨年度のポイント付与作業を全て完了した。

在宅ケアを考える会（小山理事）

・４/７ 第1回実行委員会にWeb参加をした。

スキルアップ研修委員会（石井副会長）

・ ２/17 スキルアップ研修会開催。ハイブリッド形式

で実施も30名中24名が会場参加で実技の重要性が見

て取られた。

・教育部の活動としてキャリアラダーを作成中。

ICTサポート委員会（渋谷理事）

・事業計画に沿って活動。Zoom契約更新。

移動支援対策委員会（村山副会長）

・移動支援に関する研修会を行った。

ブロック内事業（村山副会長）

・ 各支部で研修会を開催した。ブロック毎で参加者に

差がある。

臨床実習推進委員会（藤本理事）

・ ９/14、９/15に臨床実習指導者講習会を実施予定。

案内をホームページに掲載した。

広報部（尾崎理事）

・「朱鷺」の発行とLINE配信を実施。

・ ４/12 新潟建築士会の新潟福祉のまちづくり研究会

の会合に出席。

・新潟福祉機器展では伊東理事より協力を頂く。

現職者選択研修委員会（青柳理事）

・現職者選択研修では身障分野の研修会を予定。

学術誌編集委員（青柳理事）

・ 論文の書き方について新潟医療福祉大学の能村先生

へ講師を依頼した。

保険委員会（松岡理事）

・ ３/16 介護報酬、３/19 診療報酬の説明会に出席。

ホームページに報告を掲載予定。

公開講座実行委員会（松岡理事）

・ 11/９（土）午前中に新潟ユニゾンプラザ大会議室

にてハイブリッド開催予定。講師選定中。

地域共生社会推進委員会（松岡理事）

・ 茶の間の新潟市担当者が今年度交代予定。担当者変

更後、東区にて顔合わせを行う予定。

災害対策委員会（齋藤理事）

・ 能登半島沖地震のJRAT活動報告。派遣は４月中旬

で実働は終了し、４月末で撤収予定。

特別支援教育委員会（伊東理事）

・２/28 研修会をもって昨年度の事業終了。

・ 今年度はモデル事業として１校に４回派遣予定。モ

デル校は新潟市立東特別支援学校に決定。

選挙管理委員会（山中理事）

・理事監事の立候補者へ必要書類の提出を促す。

総会議事運営委員会（山中理事）

・ ５月中旬、会員へ総会開催の案内と議案書を配布予
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定。委任状の提出を啓発する。

リハ協議会（山中理事）

・ 事務局機能がPT事務局からOT事務局へ移管し、県

に事業報告書を提出した。第３回POS合同学術大

会はST士会主幹で2025年12月20日（土）、21日

（日）に開催予定。

新潟刑務所ケアプログラム（嶋倉理事）

・ ３/11 派遣者会議、３/26 新潟刑務所派遣。評価内

容に握力計測を追加。

・五泉中央病院の井上氏を委員として増員。

表彰委員会（山倉理事）

・功労表彰者１名予定で表彰準備を進めている。

倫理委員会（山倉理事）

・12月県学会にて会員向けの研修会を予定。

規約委員会（山倉理事）

・事務局内で定款や規定の変更を行っていく。

学会運営委員会（門脇理事（吉井理事代読））

・ 第19回県学会は学会長が上杉文都先生に決定。演題

提出用の抄録作成の支援動画を作成中。

障害福祉対策委員会（北上理事（吉井理事代読））

・今年度の委員長が未定で、会長と相談中。

３）事務局報告（吉井事務局長）

・文書の発送、メール対応等を行った。

・後援依頼は規程に従い３件承諾。

４）財務報告（吉井財務部長）

・ 令和５年度の支払全てが完了。合計70万ほど前年度

の繰越金を使用。流用作業について、公益事業で学

会運営委員会３万円、広報委員会１万円を流用した。

法人会計では事務局で定期便配送に関して12万９千

円、理事監事では新潟刑務所の謝礼の金額、バリア

フリーフイルムパートナーズの広報活動に６万円を

流用した。

５）監事監査報告

（横田監事より）➡公益社団法人として必要な要件は

満たしていた。予算の使用方法については見直しが必

要ではないかと考える。

（水越監事より）➡公益社団法人としての要件、①公

益事業の支出の割合、②収益が若干の赤字は満たして

いた。内部留保も問題なかった。

【協議事項】　　

第１号議案　会員管理について（入会・退会・休会・

復会）（吉井事務局長より）

正会員1037名（内、休会28名）

⇒　承認

➡令和５年度から緩やかに会員数が減少傾向。

第２号議案　令和５年度　事業報告および決算報告に

ついて

事業報告

郵送費の高騰によりペーパーレスを進めるため公式

LINEやホームページ、メール配信などで広報活動を

予定している。

決算報告

（貸借対照表）現金預金2,885,045円。未収会費は令和

４・５年度分７名、令和５年度分23名、合計30名分

で300,000円分である。前払費用は今年度の学会会場

費用を令和５年度中に支払いを行った。固定資産の

什器備品67,064円、資産合計が3,459,189円。負債の部

では、未払金3件37,757円。前受会費170,000円。預り

金は7,627円負債合計215,384円。正味財産合計となり

3,243,805円。当期純損益金額は－960,235円。

（正味財産増減計算書内訳表）

公益法人として以下の３点より「収支相償満たした」

と言える。

①公益目的事業費の当期計上増減額は、赤字

② 現金預金残高より公益目的事業の事業費総額が上

回ったこと

③収益の50％以上を公益目的事業で支出していること

 （81.4％）

（正味財産増減計算書）

・ 前年度と比較し大きく差額が生じているものについ

て確認する。

（財産目録）報告書参照。

（収支計算書）予算と決算の差異であり、予算の不足

したところは流用手続きを完了した。

⇒　承認

第３号議案　新潟県作業療法士会　定款・規程改定に

ついて

定款

学生会員に関して第５条および第７条を改定。

総会について第16条に「総会参考書類等の内容である
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情報について、電子的措置をとる」と追加、それ以降

の条数を変更。

第20条に「電磁的方法」を追加となっており総会の委

任状の電子化を図る。

附則に令和６年６月16日改定が追加となった。

会費納入規程

（４）学生会員の規程が追加、附則の日付追加。

役員の報酬等及び費用に関する規程

条数の変更と附則の日付が追加。

⇒　承認

第４号議案　新潟県作業療法士会　学生会員規程（新

規程）について

第２条は定款に合わせ文章を改定した。

第７条（４）に「学生会員を対象とする」と追加。

第８条では学生会員の退会規程について、任意退会と

自動退会について追加となる。

⇒　承認

第５号議案　令和６年度　委員長及びブロック長の選

任について

各委員会の委員長25名、選挙管理委員会委員２名、ブ

ロック長７名について、

⇒　承認

以上

（公社）新潟県作業療法士会

令和６年度定期総会議事録

日　時：令和６年６月16日（日）10：31〜12：09

場　所：燕三条地場産業振興センター　研修室④

出席した理事：四方、石井、門脇、村山、尾﨑、小山、

　　　　　　　山倉、吉井、青栁、齋藤、渋谷、嶋倉、

　　　　　　　松岡、山中、藤本（Web）

出席した監事：水越（Web）、横田（Web）

１．議事の経過

　・ 令和６年６月16日10時31分、総会議事運営委員長

佐藤修司氏が開会宣言、議事進行は同じく総会議

事運営委員長　佐藤氏が行うこととした。

　・議長選出の経緯

　　 議長の選任方法について諮ったところ、総会議事

運営委員会が推薦することとなり、議長に介護老

人保健施設三川しんあい園の四方秀人氏を選任し

た。

　・議長挨拶

　　 議長の四方氏より能登半島沖地震で被害のあった

方への哀悼の意を伝えられた後、挨拶が行われた。

　・定足数報告

　　 佐藤氏から定足数を報告、社員(会員)総数1009名

の内、出席会員数856名(内出席者数47名、委任状

出席809名)であり、総会は定足数を満たし成立し

た事が告げられた。

　・議事録署名人の任命

　 　 議事録署名人の選出について選任方法を諮ったと

ころ、議長選任と同じく総会議事運営委員会推薦

となった。できじま訪問看護ステーション山倉宏

美氏及び、介護老人保健施設三川しんあい園　山

中智恵氏を選任した。

２．報告事項

　令和６年度事業計画

　・ 会長四方氏より令和６年度事業計画について

一括報告があり、議案書に沿って説明がなされた。

今年度は①学術的発展へ向けWEBを有効活用し、

会員の学術的取り組みへ支援を行う、②作業療法

の有効活用へ向け引き続き派遣事業を進め産業・

就労・障害分野での対応を強化する、③作業療法

の普及へ向け引き続き多職種との協業を進め、学

生会員規程の整備や学校との連携を強化する、④

法人運営へ向け規約委員会と事務局を統合し、協

会＝士会員への準備を進め、効率化を図ることに

ついて説明がなされた。

　令和6年度当初予算

　・ 財務部長吉井氏より当初予算案について予算書に

沿って報告がなされた。

　➡質疑応答

　・令和６年度事業計画について質疑・意見なし。

　・当初予算案について質疑・意見なし。

　災害対策基本指針について

　・ 規約委員会担当理事　山倉氏より大規模災害が発

生時の災害対策基本指針を定めたことが伝えられ

資料に沿って説明。

　災害時会費免除規程

　・ 山倉氏より続けて、被災した会員への支援を目的

に災害時会費免除規程を定めたことが伝えられ、
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記載された資料に沿って説明。

　➡質疑応答

　・ 災害対策基本指針及び災害時会費免除規程につい

て質疑・意見なし。

　会務運営規程・選挙管理規程・倫理規程

　・ 規約委員会担当理事兼倫理委員会担当理事山倉氏

より会務運営規程、選挙管理規程、倫理規程の内

容変更の説明がなされた。

　➡質疑応答

　・ 会務運営規程、選挙管理規程、倫理規程の変更に

ついて質疑・意見なし。

３．決議事項

第１号議案：令和５年度事業報告及び決算報告

　令和５年度事業報告

　・ 会長　四方氏より議案書に沿って令和５年度事業

報告の説明がなされた。昨年度は①学術的発展へ

向けWEB活用、受講料の無償化、学会の親子参

加実施等により、会員の学ぶ機会の増大に繋がっ

た、②有効活用へ向け地域包括ケアシステム構築

に向け派遣事業を進めた、③普及へ向け多職種と

の協議会を定期的に開催・参加し、能登半島沖地

震の際はJRATを多職種と共に派遣した、④法人

運営へ向け協会員＝士会員推進のため、定款や規

程を見直し、また、役員が倫理の勉強会に出席し

たことが報告された。

　令和５年度決算報告

　・ 財務部長吉井氏より令和５年度決算について議案

書に沿って説明がなされた。

　・ 新潟県作業療法士会は、公益社団法人として財務

上、①収支相償を満たしたこと、②公益目的事業

費比率が50％以上となること、③保有する現金預

金額が公益目的事業費を超えないこと、以上３つ

の基準を全て満たし、新潟県へ報告したことが説

明された。

　監査報告

　・監事横田氏より監査報告書に沿って報告。

　➡質疑応答

　・ 令和５年度事業報告について質疑・意見を求め

たところ、晴陵リハビリテーション学院本間亜

以子氏から県士会主催の勉強会の周知方法に

ついてLINEが使用されているが、他団体の勉

強会は載らない。情報が得られにくいと考える。

COVID-19の中で卒業した作業療法士や経験の浅

い方にとって研修は大切で、周知の方法もLINE

は適している。県士会主催以外の勉強会について

もLINEを活用できないか、との意見あり。→会

長四方氏より予算の都合上、LINE配信できる総

数が決まっており難しい。メーリングリストの活

用等も検討しているところである、と返答。

　・令和５年度決算報告について質疑・意見なし。

　➡承認決議

　・ 第１号議案：事業報告、決算報告は会場出席者と

WEB出席者双方合わせたハイブリッド方式での

承認決議を経て、全会一致にて承認された。

第２号議案：新潟県作業療法士会　定款改定

　新潟県作業療法士会　定款改定

　・ 会長四方氏より公益社団法人新潟県作業療法士会

としては初めて定款が改定することが伝えられた。

その理由として、協会員＝士会員を進めていくた

めに、学生会員の規程を新しく設けることについ

て説明があり、理解を求められた。続いて、規約

委員会担当理事山倉氏及び総会議事運営担当理事

山中氏より定款改定の詳細及び改定の必要性につ

いて、議案書に沿って説明があった。

　➡質疑応答

　・ 新潟県作業療法士会定款改定について質疑・意見

なし。

　➡承認決議

　・ 第２号議案：定款改定は会場出席者とWEB出席

者双方合わせたハイブリット方式での承認決議を

経て、全会一致にて承認された。

第３号議案：会費納入規程改定

　会費納入規程改定

　・ 規約委員会担当理事山倉氏より定款の改定に合わ

せて、会費納入規程を改定し、学生会員を追加す

ることについて、議案書に沿って説明がなされた。

　➡質疑応答

　・会費納入規程改定について質疑・意見なし。

　➡承認決議

　・ 第３号議案：会費納入規程改定は会場出席者と

WEB出席者双方合わせたハイブリット方式での

承認決議を経て、全会一致にて承認された。
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第４号議案：役員報酬等及び費用に関する規程改定

　役員報酬等及び費用に関する規程改定

　・ 規約委員会担当理事山倉氏より役員の報酬等及び

費用について、定款の改定に合わせて規程が変更

となることについて議案書に沿って説明がなされ

た。

　➡質疑応答

　・ 役員報酬等及び費用に関する規程について質疑・

意見なし。

　➡承認決議

　・ 第４号議案：役員報酬等及び費用に関する規程改

定は会場出席者とWEB出席者双方合わせたハイ

ブリット方式での承認決議を経て、全会一致にて

承認された。

第５号議案：役員改選

　役員改選

　・ 選挙管理担当理事　山中智恵氏より役員改選につ

いて説明がなされ、士会理事は無投票当選となっ

たことが伝えられた。

　➡質疑応答

　・役員改選について質疑・意見なし。

　➡承認決議

　・ 第５号議案：役員改選は会場出席者とWEB出席

者双方合わせたハイブリット方式での承認決議を

経て、全会一致にて承認された。

　➡役員挨拶

　・ 退任する理事・監事及び新任理事・監事よりそれ

ぞれ挨拶が行われた。

第６号議案：その他

　・ 総会議事運営委員会より参加者に対し、他審議項

目について募ったところ、特には挙がらなかった。

以上を持ってすべての審議が終了し、議長　四方秀人

氏が議長として総会終了の挨拶を述べ、議長の解任を

行った。

総会議事運営委員長　佐藤修司氏が令和６年６月16日

12時09分に閉会を宣言した。
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各各種種車車椅椅子子・・座座位位保保持持装装置置・・ベベッッドド  
・・ココミミュュニニケケーーシショョンンエエイイドド・・福福祉祉機機器器  
・・介介護護用用品品・・介介護護保保険険レレンンタタルル・・住住宅宅改改修修  
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南魚沼市民病院 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

当当院院でではは『『地地域域住住民民のの「「生生ききるる」」をを支支ええ続続けけるる』』をを理理念念ととしし、、チチーームム医医療療をを展展開開ししてていいまますす。。  

そそのの中中のの取取りり組組みみのの一一つつととししてて回回復復期期リリハハビビリリテテーーシショョンン病病棟棟をを開開設設ししままししたた。。  

そそのの人人ららししいい生生活活をを送送れれるるよよううススタタッッフフ一一丸丸ととななっってて支支援援をを行行いい、、作作業業療療法法士士ももそそのの一一翼翼をを  

担担っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

少少ししででもも興興味味をを持持たたれれたた方方はは、、おお気気軽軽ににおお問問合合せせくくだだささいい。。  

詳詳細細はは、、当当院院ウウェェブブササイイトトををごご覧覧くくだだささいい。。  

問合せ先 南魚沼市民病院 庶務課 

℡ 025-788-1222 

作業療法士 
募集 募 集 

・・急急性性期期病病棟棟  

・・回回復復期期ﾘﾘﾊﾊﾋﾋﾞ゙ﾘﾘﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ病病棟棟  

・・地地域域包包括括ケケアア病病床床  

・・外外来来ﾘﾘﾊﾊﾋﾋﾞ゙ﾘﾘﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ  

・・訪訪問問ﾘﾘﾊﾊﾋﾋﾞ゙ﾘﾘﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ  

・・通通所所ﾘﾘﾊﾊﾋﾋﾞ゙ﾘﾘﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ  

  

回回復復期期以以外外ににもも・・・・・・  

ここれれららのの現現場場でで急急性性期期かか

らら生生活活期期ままでで幅幅広広くく関関わわ

るるここととががでできき、、ややりりががいい

をを持持っっててキキャャリリアアアアッッププ

をを目目指指せせまますす。。  

New 
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